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エサトレ最終回（にしたい）
　今まで数々のエサの試行錯誤を行い、大体
が徒労に終わっていますが、なんとなく前進
しているような気もします。
　エサトレーニングの目標は、勝手にエサを
食べるようになること、かつそのエサが生き
餌でなくても良いことです。
　水棲適応させた幼体イモリたちは、虫カゴ
に冷凍アカムシを入れると勝手に食べてくれ
るようになりました。おそらくこれは、冷凍
アカムシが水に漂う姿が生きているように見
える（イモリたちが泳ぐと冷凍アカムシも動
く）からだと考えられます。万事解決かとも
思いましたが、食べ残しもあります。
　短期目標として、冷凍アカムシをとにかく
エサとして認識してもらうことが一番です。
ということです、まだプラスチックカップで
飼育している幼体イモリたちも、スムーズに
水棲適応できるように、最後のエサトレーニ
ングを行なっています。
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